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とする非制度的な組織的活動 と定義する。 公的状況 とは基本的に 個人的努力だけで
は変化させることはできない 状況を指す（片桐 ）。この定義のもとで、社会運動






機能、 運動の価値観の一部の普及 他の運動の源になる ）などの潜在的機能を指摘して
いる（片桐 ）。基本法制定プロセスにおいて、何が 運動の目標である公的状






より一層の事業拡大展開が可能になる があげられている ）。 公的状況の変革 という部




















生、展開、終結に関して 構造的誘発性、 構造的緊張、 不満の共有化、 変革意図の成

























件の関係性のなかで生じる。片桐は、構造的緊張を 社会の大多数の成員 と 特定集団の
成員 という判定主体の軸、 体制 制度 狭義の公的状況 という判定される構造次元
の軸の組み合わせで つに類型化している。基本法制定に関しては過去の 回も今回も、ア










全断連の基本法制定の試みの 回目は 年代半ばから 年代初めにかけてである。機
関誌 全断連 第 号（ 年 月発行）には、 年 月の全断連の第 回通常総会にお









米国“ヒューズ法” をめぐって を発刊した ）。この努力は今回の基本法制定プロセス
においてもヒューズ法を根拠にするというかたちで活用されている ）。さらに当時の全断連


















回目の試みは 年代末から 年代初めにかけてである。機関誌 かがり火 第 号























を参考にアルコール関連問題対策基本法 ）の構想案を作成し、 年 月に連携医療の
） かがり火 誌面では、少なくとも 年度の長期事業計画までは酒害者社会復帰法が明記されている
のを確認できる（ かがり火 年 月号）。
）アルコール問題議員連盟以前にも、 年の公衆衛生審議会の アルコール関連問題対策に関する意見
書 を受けて（清水 ）、 年 月にアルコール問題議員懇談会が発足していたが、同懇談会は
年代の政界再編の動きのなかで休業状態になっていた。
）議員連盟の会議に関する記事は かがり火 で定期的に掲載されていたが、第 号で、 年 月の
会議の様子を伝えてからしばらく見られなくなった。さらに第 号（ 年 月 日発行）では、政局
が不透明なため議員連盟の活動が休止状態になっていると報道されている。
） 年 月に福岡市東区の海の中道大橋で飲酒運転の市職員の追突事故によって幼い子ども 人が犠牲
になった事故がおきている（ 朝日新聞 年 月 日）。






















連協加盟団体は 団体から 団体になった（今成 ）。
年 月には要請を受けた他の 学会で 学会基本構想委員会が承認され、東日本大震



































て ）、強い要請以降の 月に大阪、基本法制定後の 月に岡山、 年 月に大分、 月に
東京で集いが開催された。参加者は名古屋 名、大阪 名、岡山 名、大分 名、東
京 名であった。そのうち名古屋については断酒会員が参加者 名中 名（ ％）で




年 月 日に議連総会で所管のバトンリレー ）案が承認され、 日の議連総会にお
いて基本法の最終案が承認された。議連参加議員らは、その後自身の所属政党内で了承手続
きを進め、 週間後の 月 日には全党合意が実現された ）。そしてアルコール健康障害対
策基本法は 月 日に衆議院を通過し、 月 日に参議院で可決され成立した。施行は
年 月 日、 年 月現在、国は基本計画の策定に向けて作業を進めている。
ここまでのプロセスをまとめたのが表 である。
） 提出は 月 日であるが、決議された
のは 月定例会である。広島県は全断連理事長の中田克宣の地元である。
）
） 月末時点では議連参加議員数 名、基本法賛同議員 名だったが、働きかけをおこなって以降の 月









して 国会での審議なしに 即採決に持ち込むことができる（今成 ）。
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表 基本法制定に関連する主な出来事と四者の連携の流れ
一般的な動き アルコール医療（学会）の動き

















年 月 アル法ネット設立総会（議連から基本法イメージ第 案
年 月
年 月以降
年 月 月 日、自民党内議連が関係省庁とアル法ネットからヒ
年 月 政権交代（ 日投票日）
年 月
年 月 議連の民主党議員半減。基本法リーフレットを配布（ 月
年 月
































酒連合会、三重断酒新生会の協力で 名古屋の集い （それには連携医療でのネットワークが役に立った。また 年 月以降猪野は三重県






















デンスについては 学会が、共同編集の 簡易版 アルコール白書 ）を刊行することで








年 月 月 日 大分の集い
年 月 月 日 東京の集い















定プロセスにおいて 基本法制定の集い を提案したり、法案の進捗状況を で報告した
） 全断連事務局長・大槻元ヒアリング（ 年
月 日）。
） アルコールによる疾病負荷 アルコール依存症および多量飲酒者の推計数 アルコール関連問題の
社会的費用 飲酒による疾患 アルコールとうつ病、自殺 などが取り上げられている。
） はアル法ネットのホームページとフェイスブックの立ち上げ・運営、酒中連に所属する団体への






































と、どのような整合性をもつのだろうか。このとき筆者が 医療 ではなく アルコール医
療 という言葉を使っていることには注意が必要である。実は、断酒会や といった自











































）筆者が顧問を務める東大阪断酒会は、 年に断酒会員 名、クリニック受診者 名を対象にアン
ケートを実施した。クリニック受診者に対する 断酒会になぜ入会しないのか という質問への回答で最


































































































（ ） 増刊号 号 アルコール・薬物・ギャンブル依存 こうして治療につながっ
た！ 本人と家族 人の証言
片桐新自（ ） 社会運動の中範囲理論─資源動員論からの展開 東京大学出版会。
今成知美（ ） アル法ネットはどう動いたのか？ はどう動いたのか？ 日本アルコール
関連問題学会雑誌 （ ）、 。
猪野亜郎（ ） 地域ネットワークはどう動いたか？ 三重から見たこと 日本アルコール
関連問題学会雑誌 （ ） 。 年 月 日
松下武志（ ） 酒害者と回復活動 学文社。
なだいなだ（ ） アルコール問答 岩波新書。
仲正昌樹（ ） 不自由 論─ 何でも自己決定 の限界 ちくま新書。
中本新一（ ） 脱 アルコール依存社会 をめざして─日本のアルコール政策への提言 明石
書店。
日本アルコール関連問題学会、日本アルコール・薬物医学会、日本アルコール精神医学会編
（ ） 簡易版 アルコール白書 。
日本アルコール問題連絡協議会（ ） アルコール中毒者の社会復帰に関する調査・研究─副題
米国“ヒューズ法” をめぐって 。
野口裕二（ ） アルコホリズムの社会学 日本評論社。
清水新二（ ） 酒飲みの社会学 素朴社。
清水新二（ ） アルコール関連問題の社会病理学的研究 文化・臨床・政策 ミネルヴァ書
房。
清水新二（ ） アルコール依存の社会学 福居顕二編集
脳とこころのプライマリケア 依存 シナジー、 。
高木敏・猪野亜朗（ ） アルコール依存症─治療・回復の手引き 小学館。
全断連（ ） かがり火縮刷版 全断連第 号 号、かがり火第 号 号 。
全断連（ ） かがり火縮刷版 第 号 号 。
全断連（ ） 断酒必携 指針と規範 。
全断連（ ） 飛躍する全断連 年版 。
全断連 かがり火 各号。
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